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ああななたたららししいい生生きき方方をを探探そそうう!!  

ＮＮＰＰＯＯ法法人人  関関東東シシニニアアラライイフフアアドドババイイザザーー協協会会  

特特集集 「あなたは自律して自立できていますか？」  

・・社社会会的的孤孤立立のの現現状状とと行行政政のの取取組組みみ  

・・孤孤立立ししなないいたためめのの地地域域のの取取組組みみ成成果果 

・・  災災害害時時のの情情報報収収集集とと地地域域のの支支ええああいい 

・・  孤孤独独をを楽楽ししむむ力力ををつつけけよようう！！  

・・最最後後ままでで誰誰かかのの役役にに立立つつ人人ににななろろうう 

・・個個人人活活動動紹紹介介  

ビビババシシニニアア講講座座 NNPPOO 活活動動ににおおけけるる事事務務局局のの役役割割  

                  「「リリレレーーエエッッセセイイ｣｣  戦戦争争体体験験をを語語りり継継ぐぐ  

耳耳寄寄りり情情報報  上上野野界界隈隈パパンンダダでで町町おおここしし  
 



 
 
 
 
 
★未曾有の大災害に対応できましたか 

 3 月 11 日「東日本大震災」が起きて福島原発

の放射能問題、計画停電と全く予期しなかった事

態に私達はショックを受け、たじろいでいます。

そして先が見えない不安と復興への願いと祈り

の毎日が続いています。 

そんな中でテレビに映し出される被災した老

人たちの、現状を受け入れ周りの人たちへの感謝

の言葉を忘れない、けなげな姿にさらに胸が痛み

ます。どんなにつらい現実もたくましく受け入れ

て前に進もうという姿勢に心をうたれました。 

誰もが他人ごととは思えないと感じていると

思いますが、今号の特集は災害時を含めて「自律

と自立」を取り上げて、高齢になって一人暮らし

になっても、たくましく生きていく力をつけるに

は何が大事かということを考えます。 

★老いの基本は自律と自立 

 昨年来「無縁社会」という言葉が話題になり、 

ＮＨＫテレビでもたびたび特集として放映され

ました。また一方で曽野綾子さんの小説「老いの

才覚」がベストセラーになり一人暮らしの老人の

生き方が問われています。 

 家族や地域との絆が失われて孤独な高齢者が

増えている中、孤独死などとは無縁に過ごすには 

「他人に依存しないで生きる心構えと才覚が必

要」と曽野綾子さんは書いています。編集会議で

も戦争体験や疎開体験の極限状態を体験してい

る高齢者に比べて、平和な時代に生きる人には甘

えがあるのではないかという意見がでました。 

そして、その後の大災害に遭遇して状況は一変

しました。毎日伝えられる辛いニュースから、人

間は一人では生きられない、無常の中で立ち上が

るしかないことを教えられています。 

 老いて体力や気力が失われても家族や地域社

会に頼るのではなく、日常生活が自分でできるこ

とを基本として自分を律して、周りに感謝の気持

ちを持ちながら生きていけたらと思います。 

 

 

 

 

 

★一人暮らしを快適にする知恵 

 ある本で独居生活を謳歌してい 

る人たちが紹介されています。 

①� 心身ともに健康である。②三度 

の食事をおいしくとれる。③掃除、 

洗濯などの生活面がきちんとできる。 

④自分の身の回りのことが自分でできる。⑤一人

で外出ができ、一人遊びができる。⑥お金をかけ

ない楽しみ方を知っている。⑦地域社会に気軽に

参加して会話できる。⑧子供や親族などをあてに

しない。⑨自分の悩みや愚痴を相談できる相手が

いる。 

 特に男性のおひとり様には生活面と精神面の

自立が大切で、女性は経済的自立に向けて早くか

ら準備しておくことです。「老いの才覚」の中で

さらに、老人が健康に暮らす秘訣は、「生きがい

になる目標や目的を持つこと」だと説いています。

また、いくつになっても社会の役に立つ人であり、

役割を見つけられることが大事です。 

★「社会の役に立つこと」を見つけよう 

 第 15 号でも特集しましたが、我々の協会理念

はジェロントロジー（老年学）が基本になってい

ます。よりよい年齢の重ね方をするためには健康

で経済的にも心配がないことに加えて社会貢献

できる質の高い高齢者像をイメージしています。 

 体力と気力が続く限り、地域社会でＮＰＯ活動

やボランティア活動、町内会活動など自分のでき

ることで社会の役に立つことを見つけることが

元気に生きることにつながります。特に退職後の

男性が引きこもることなく 

自律して自立できるために 

自分の居場所を見つけるこ 

とができたら、たとえ一人 

暮らしになっても、孤立す 

ることなく充実した人生を 

送ることができるはずです。 

（Y） 

特集 あなたは自律して自立できていますか？ 

 一人暮らしになっても生きていける力をつけよう  
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◆単身世帯の増加と現状 

 少子高齢化が進み晩婚化や離婚が増加して単

身世帯が増えている中で、高齢者単身世帯数386

万世帯（全体の約8％）という統計が出ています。

（総務省 2005 年国勢調査）そしてその約 70％

が女性の単身世帯です。 

また、一人暮らし世帯の毎月の収入を見ると

15 万円未満が全体の 5 割を超え、20 万円未満

までで全体の 7 割を超える数字です。一般世帯に

暮らす高齢者の 5 割は 25 万円未満、全体の 7

割は 35 万円未満と比べると、一人暮らし世帯は

より生活が厳しいということが分ります。 

日常生活において全体の 92％の人は毎日会話

している一方、一人暮らし世帯の人の会話数は、

2～3 日に 1 回以下と答えた男性が 41％、女性

は 32％でした。また、病気の時や一人ではでき

ない家の周りの仕事の手伝いなどについて、身近

に頼れる人がいないという人は、全体では 3％で

すが、一人暮らし世帯の男性 24％、女性 9％と

いう結果でした。 

◆高齢期の孤立の要因 

 退職やつれあいとの別れなど生活の変化や、加

齢に伴う心身の変化と環境への適合性、生活手段

や家族・地域・社会との関係の再設計にあたって

いろいろな格差が出てきます。健康状態の低下、

家族や地域との人間関係悪化、生きがい喪失など

を要因とする孤立が考えられます。 

 さらに、核家族化による高齢者の一人暮らしが

増えると、社会との媒体者であった子供や兄弟か

ら得ていた様々な情報が届かないという情報難

民や、財産、身体、生命に危険が及ぶ事故が発生

してもすぐにＳＯＳを出せないという事態が生

じてしまう危険性が高くなります。 

社会からの引きこもりを防ぎ、第三者による手

助けを得て、必要な援助を受けやすくすることが

できるように地域社会のきずなを再生すること

が大切になってきます。 

 

 

 

 

 

◆大田区地域包括支援センターの取り組み 

平成18年4月から介護保険法改正に伴い、「地

域包括支援センター」が創設されました。心身の

状態に合わせた健康維持（介護予防）、保健・医

療・福祉の向上、虐待防止・財産管理（成年後見

制度）などを柱に総合的な支援とマネジメントを

行い、課題に向けた取り組みを実践する包括的な

拠点です。ともすれば一部のハイリスクの高齢者

に対して個別対応に終始しがちでしたが、大田区

では問題を抱える多数の高齢者に対応するため

に平成 2０年から「おおた高齢者見守りネットワ

ーク」を発足させました。社会福祉協議会、医師

会、病院、薬剤師会、介護事業所、施設、企業な

どに協賛してもらい、専門の垣根を越えて地域に

暮らす高齢者を支えています。 

◆「ＳＯＳみま～もキーホルダー登録システム」 

 さらに平成 21 年から「ＳＯＳみま～もキーホ

ルダー登録システム」をスタートさせ、現在大森

地区で 1200 人、六郷地区で 1100 人が登録し

ています。これは高齢者が外出先で突然倒れた時

など、身元が確認できない状況で救急搬送された

際、登録番号により迅速に身元確認を行うための

ものです。また認知症の方の徘徊時にも役立ちま

す。毎月、セミナーを行いこのシステムのＰＲと 

参加を呼び掛けています。 

 

 

 

 

 

◆パーソナル・サポートシステム 

 新たな取り組みとして家族関係や経済的な問

題、精神保健をめぐる問題、引きこもりやいじめ

など複雑に絡み合った生活困窮者の抱える問題

の全体を受け止め、当事者が必要とする支援策を

制度横断的にコーディネートして、当事者が自立

できるまで継続して支援するシステムが検討さ

れています。（Y） 

特集 あなたは自律して自立できていますか 

社会的孤立の現状と行政の取り組み 

（みまーもキーホルダー） 

２ 



 

 

 
◆世代間交流による自治会運営の成果    ◆住民のためのサポート体制 

東京都立川市の「都営・上砂町１丁目アパー

ト」は通称「大山団地」として地域の住人に親

しまれています。かつての平屋建てが老朽化し

たため、中・高層化への建て替え工事が進めら

れ、平成 13 年 11 月に全戸の入居が終了しま

した。団地は５階から１４階までの棟が２４棟

あり、入居世帯は 1,200 世帯、入居者数は約

3,000 人。このうち３棟は高齢者世帯専用の

「シルバーピア」で 150 世帯 600 人以上の高

齢者が居住しています。全体の高齢者は 750 

人、独居世帯は 250 人、中学生以下の子供は

約 750 人となっています。 

建て替え前に比べると入居者はかなり若返り、

全居住者が会員となっている大山団地自治会は、

高齢者ばかりの役員がいる他の自治会と違って、

２０代を含めたすべての世代から本部役員に出

てもらい、全会員の意見を集約して交流・拡大

に努めて大きな成果をあげています。 

◆大山自治会の取組み 

大山団地自治会の佐藤良子会長は、この大所

帯をまとめるために、団地を 26 のエリアに分

けて区長制度を取り入れました。自治会費の集

金や自治会が発信する情報をすばやく伝達し、

逆に住人からの小さな相談事を聞いて、自治会

で取り上げるなど効率よく行っています。 

佐藤会長は、自治会費だけで運営をするので

はなく、東京都からは団地内の有料駐車場の管

理事業、立川市からも市の「上砂公園」の管理

事業を請負って、自治会費と助成金で年間予算

額は約 1,500 万円です。これらの収入を団地や

地域の住人を対象にアルバイトとして募り、皆

で参加してお小遣い稼ぎと同時に、交流を深め

てもらう場として地域に還元しています。 

自治会事務所入り口には「ご意見箱」をもう

け、自治会への提案、個人の相談事などには回

答や方針を用意して役員会にかけて、いち早く

解決の糸口を見つけてあげています。 

佐藤会長は自治会専用の携帯電話を持ち、24

時間体制で対応して、心強い味方として団地の

住人の方たちから絶大な信頼を得ています。 

子供から高齢者までの住民の皆さんが、安心

して生活していくためのサポートとして各種の

講座や研修を企画・開催しています。又、自治

会は年間を通じて各種のイベントを開催し住人

及び近隣の人々との交流も図っています。また、

住人のための葬儀も自治会が中心になって、自

治体や業者とタイアップし、予想もしないよう

な廉価で葬儀を行なっています。 

このようなさまざまなサポートの成果で団地

住民が「自律して自立すること」が可能になっ

ていることは素晴らしいことだと思いました。 

 

◆「東日本大震災」の被災者を支援 

現在東京都の要請で、「東日本大震災」ですべ

てを失った被災者を、急きょ新築棟を提供して

20 世帯を受け入れましたので、自治会として

全面的に支援しています。食品及び生活用品の

あらゆるものを自治体・企業・住人に呼びかけ

て、短時間で集まった多くの品物を集会所に保

管して、被災者の皆さんに提供しています。佐

藤会長のリーダーシップが多くの人々を動かし

ています。 

今後さらに、45 世帯・約 200 人の被災者が

入居される予定ですので、自治会の仕事は益々

忙しくなりそうです。団地の皆さんも新しい仲

間を温かく迎える準備をしています。今後の大

山団地自治会の活動に注目して

いきたいと思います。（S） 

特集 あなたは自律して自立できていますか 

孤立しないための「立川大山団地自治会」の取組み 

３ 



 
 
 
 
 
★地震・原発列島に生きる覚悟が必要 

 東日本大震災から１ヵ月の節目を迎えた４月

１１日午後５時過ぎに、福島県と茨城県で震度６

弱の余震がありました。こうも毎日のように余震

が続くと誰もが不安になるのは当然のことです。

それに加えて福島原発問題は「レベル７」（チェ

ルノブイリと同レベル）という深刻な事態になっ

ています。まず、日本人は地震列島に生きる覚悟

をしておくべきだと思います。さらに、もう一つ

は私たちは地震よりも恐ろしい原子力発電所（原

発）をたくさん持っている国に住んでいるという

こと。歴史的にみても日本では地震はいつ、どこ

で起きても不思議ではないのです。 

１,１００年前（平安初期）にも、三陸沖で巨大

地震が発生し大津波が、陸奥の国（東北地方）の

国府が置かれた多賀城の城下まで押し寄せ、約千

人が犠牲になったと正史の「日本三代実録」に記

されています。マグニチュードは８．３と推定さ

れ、今回の津波も、宮城県多賀城市にある多賀城

跡近くまで及んでいるので、似た規模だといえま

す。その２年前に富士山が噴火しており、２年後

には山形県の鳥海山も火を噴いています。 

★国や行政、また個人も地震の準備は整えるべき 

国も行政も、しっかりと計画を立てて地震や津

波に強い町につくりかえることです。個人も、い

つ地震が起きても対応できる準備を自分たちで

整えておくべきです。地震は「天災」といえます

が、災害は「人災」といいます。人災を少なくす

る方法の一つが情報収集と情報伝達といえます。 

★災害時の情報収集 

地震発生直後は被災地への電話が集中するの

でつながらないことが多く、被災地内の緊急な電

話がスムーズに利用できるようにするためには、

急を要しない電話やダイヤルを控えるべきです。

今はひとり１台といえるほど携帯が普及したの

で、通話量が圧倒的に増え、その分つながらない

確率も増えているのです。 

 

 

 

 

 

≪安否確認と伝達方法≫ 

電話回線がパンクした時、家族や知人のことが

心配になる。そんな時、安否確認は「伝言ダイヤ

ル」や「伝言版」を利用する。 

ＮＴＴの「災害用伝言ダイヤル」の場合、まず

「１７１」にダイヤル、ガイダンスが流れるので、

録音するなら「１」、再生するなら「２」を押す。

続いて、被災地にいる人の電話番号を市外局番か

ら入力する。ただし、録音時間は１件あたり３０

秒以内、保存期間は４８時間。伝言は１～１０件

録音できる。 

≪ラジオは有力な情報源≫ 

ＮＨＫなど中央の発表も大切だが、災害の全容

はわかっても細かな地元の情報が入手できるの

はローカルならではの強み、災害時には「コミュ

ニティＦＭ」が期待できる。 

 ≪しっかりした地元のボランティア団体と日頃

から接触しておくことも大切≫ 

 災害時に心強いのは、一人じゃない、仲間がい

るということ。そのためには、自分のカラーに合

ったボランティア団体に属し、日頃から情報をも

らったり、情報を提供するようにしたい。 

★地域の支え合いは「心のライフライン」から 

 大きな災害があるとライフラインが止まるこ

とがあります。障害のある方や高齢の方は、状況

把握や避難に大きな負担がかかります。大切なこ

とは地域のたすけいあいネットワーク（地域の

手）等に登録し、「登録者台帳」をもらっておく

ことです。これからは「低エネルギー時代」に入

ります。 

またいつ来るか分からない災害に、万全の備え

をするには何よりも「心」。人を思いやり、人の

役に立つ、愛と奉仕の精神が何よりも優先します。

「心」と「人と人のネットワーク」で、善意の伝

達機能を持ちたいものです。（Ｆ） 

特集 あなたは自律して自立できていますか 

災害時の情報収集と地域の支え合い 
 

４ 



 
 
 
 
★一人暮らしは全部自分の時間です 

 高齢になると、いずれ誰でも伴侶との別れを迎

えなくてはなりません。元々独身を謳歌した人や 

離婚などでたくましく一人で生き抜いてきた人

に比べて、夫婦で支え合って生きてきた人には、

一人暮らしは寂しく辛いものです。とくに男性が

一人残されたときは、日常生活も満足にできなく

なり、困ってしまうという実態があります。 

 高齢期になったら、まず生活の自立ができるよ

うに元気なうちからお互いに訓練しておくこと

が大切です。我が家では夫に、退職後徐々に家事

を覚えてもらい、今では、掃除、洗濯、ゴミだし、

ふろの掃除、買い物などほとんどの家事をマスタ

ーできました。日常生活を自分ですること自体が、

孤独を楽しむ第一歩ではないでしょうか。 

そして、一人暮らしは誰に気を使うことなく、

全部自分の時間なのです。その時間をどう楽しむ

かは、自分で探していくしかないのです。 

★一人を楽しむ趣味を持とう 

 3 年前から地域の空き店舗を借りて「ふれあい

サロン」を運営していますが、一人暮らしの女性

が多く参加しています。ここでは、おしゃべりの

ほかに手作りの手芸や折り紙、ドライフラワー飾

り、朗読など一人でできる楽しみを伝えています。 

何か没頭できる趣味があると、時間があっという

間に流れて充実した気分になります。できれば、 

家の中でできる趣味を２，３身につけておくと、

雨の日や体調が思わしくない日でも時間を持て

余すこともなく楽しい時間を過ごせます。 

サロンに参加している高齢者の方たちは、習っ

たことを活かして作品をたくさん作り、お孫さん

や友人知人に差し上げてとても喜ばれていると

話してくれます。プレゼントすることをきっかけ

にお孫さんや友人に会う機会ができることにな

り、楽しさが倍増します。昔のようにお料理をた

くさん作っておすそ分けしたり、庭に実った果物

や野菜を差し上げたりと、積極的に交流の輪を広

げていきたいものです。 

 

 

 

 

★一人で遊ぶ習慣をつける 

生涯独身の 70 代の友人は海外旅行やバスツア

ーなど、どこへ行くにも一人で参加しています。

現地で友人が出来るし、友人を一緒に誘って気を

使うこともなく気楽だと言っています。精神的な

自立が出来ていれば、どこへ行っても知らない人

との交流が楽しくなり、充実した時間になるはず

です。誰かに頼っていると、たまに一人で出かけ

ても、地下鉄の乗り換えを間違えたり、レストラ

ンにも入れずと不安ばかりになってしまいます。 

 最近は若い人も「一人ご飯」の人が多くなり、

寿司店やレストランでも一人客は当たり前にな

りました。隣席の知らない人とも気軽に会話する

勇気を持ち「ここ 2～3 日誰ともしゃべっていな

い」ということがないように、おしゃべりできる

場所に出かけて行きましょう。 

★困った時に相談できる所を知っておく 

 元気で毎日を楽しく過ごせるうちは一人暮ら

しも快適になりますが、一番の不安は突然の病気

や今度の大震災のような災害が起きたときです。 

ある日脳梗塞で倒れたり、家庭内事故でけがをし

たときの対策は日ごろから考えておきたいもの

です。警備保障会社と契約したり近所の人に見守

りを頼んだりと、いろいろな方法があります。社

会福祉協議会や地域包括支援センターなどでど

のような支援策があるかも調べておくことも大

切です。 

 今回の大震災では携帯電話はつながりません

でした。状況を知る手だてはラジオがよかったと

報道されています。自分の身は自分で守ることを

大前提に、元気な時から不慮の事故に備えていろ

いろと準備しておくと安心です。（Y） 

特集 あなたは自律して自立できていますか 

孤独を楽しむ力を身につけよう！ 
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 「自律して自立できていますか？」の問いかけ

に対する、皆さんの答えはいかがですか。肯定的

に受け入れ、“そうありたい”“足らざるを補うヒ

ントを得た”と思ってくだされば、この特集を組

んだ価値が大いにあったということでしょう。 

◆「役に立つ」ということの意味を考える 

 「役に立つ」とはどういうことなのでしょう。

私はずばり、生きているだけで十分だと思います。 

生きているだけで、その人は誰かの役に立ってい

ます。 

 老人ホームなどにお訪ねし、お年寄りとお話を

していると、「生きていても何の役にも立たない

し、早くお迎えに来てほしい」と漏らす方に時々

出会います。 

 そんなとき、「僕は○○さんに会うのが楽しみ

でここへ来ているのだから、もっと長生きしても

らわないと困るよ」と言い返します。「ホームの

みんなも、毎日○○さんの顔を見るのが楽しみな

んだよ」と･･･。 

 

 

◆『老いの才覚』から 

 曽野綾子さんは、「老年は、中年、壮年とは違

った生き方をしなくてはいけない。このことをは

っきり認識することが自律のスタートです」と述

べています。 

 「違った生き方」とは、人それぞれにいま置か

れた境遇のもとで多様な生き方があるというこ

とです。自然体で良いから、ともかく生きるとい

うことに喜びを感じてほしいものです。 

 本誌を読まれている読者の多くは、恵まれた境 

遇の下で日々を過ごされている方々だと思いま 

 

 

 

 

す。その境遇を活かし、いま自分の生き方を見直

すことはとても大切なこと、またぜいたくなこと

とも言えるのではないでしょうか。 

◆「自立」以上に難しい「自律」 

 先に私は、「生きているだけで十分」だと書き

ました。生きているだけで人の役に立っているの

は厳然たる事実です。その人のために何かをして

あげたいとあなたが思うとき、あなたはその人に

支えられているのですから･･･。 

 「自律」とは、あなたの今現在の境遇に応じて、

できることは何かを考え行動することではない

でしょうか。「考え行動する」ことは楽しく、ま

たそう簡単なことでもありません。「自律」の難

しさを感じながら、老年世代が果敢に挑戦できる

幸せを満喫したいものです。 

 「誰かの役に立つ」ということは、裏を返せば

「その誰かが、あなたを支えている」ということ

だと思います。人と人、人と社会･･･お互いの関

係はつねに合わせ鏡のようなもの、人や社会との

かかわりがあるかぎり、すべての人が『誰かの役

に立つ人間である』ことにほかなりません。 

◆「前向きな身辺整理」のおすすめ 

 最後に、「身辺整理」ということに触れてみた

いと思います。皆さんから、「身辺整理とは何事

だ」という声が聞こえてきそうですが、何かテー

マを持って事に当たると、その守備範囲や関係者

とのかかわりがどんどん広がっていく実感を持

たれることが多いと思います。 

 流れに任せてしまうと、焦点がぼやけ「何をや

っているのだろう」と、フラストレーションがた

まるという結果にもなりかねません。より良い活

動をするためには、時には立ち止まり、いま自分

がやっていることを整理することも必要でしょ

う。まさに、前向きな身辺整理です。 

 生涯「誰かの役に立つ人」であるためにも、意

欲が空回りしないように自らを律し、最後は自然

体で臨めればと思います。（Ｎ）      

特集 あなたは自律して自立できていますか 

最後まで誰かの役に立つ人になろう 
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●さまざまな感謝状授与とマスコミ報道        

 平成 12 年 10 月 17 日にサービスを開始し、

22 年 10 月 16 日をもって満 10 年が経過、10

年目最後の配食サービスは４76 回に達しました。             

 この間、13 年 4 月 24 日には、「市長を囲む   

ふれあいトークの会」を実施（元市長・故高秀    

市長ご臨席）。20 年 3 月 12 日には、鶴見区社   

会福祉協議会会長及び鶴見区長より感謝状を、ま   

た、翌 21 年 11 月 13 日には、横浜市社会福祉   

協議会会長より感謝状が授与されました。      

 また、20 年 11 月 21 日には、みずほ教育福    

祉財団より電気自動車（弁当配達用）が贈呈され、

この贈呈式の模様が「タウンニュース」（鶴見区

版）と毎日新聞（横浜版）に掲載され、同時に地

域のテレビ局「ＹＯＵ－ＴＶ」に７日間放映され  

ました。おかげさまで、この７日間、朝・昼・夕

の３回、初めて私はテレビに出ました。           

●活動の概要 

横浜市鶴見区でボランティア活動をしている

団体は社協に登録しているものが 40 団体あり、

そのうち配食サービスは９団体です。       

 私どもの活動は、地域のボランティアが集まり    

お昼のお弁当を調理し、一人暮らしや体の不自由   

な高齢者に配達する配食サービス活動です。     

 調理は、寺尾地域ケアプラザの厨房で毎週火曜   

日、午前 9 時から 11 時までの間に行い、お昼ま  

でにお届けします。配達エリアはケアプラザ周辺             

で、現在 55 名（内ご夫婦５組）、90 歳以上の方

が８名もおいでになります。              

 毎年９月の「敬老の日」前後の活動日には、   

ケアプラザでお食事会を実施、利用者の方々と 

我々ボランティアが一堂に会し昼食をとります。

食事のあと素人芸人の余興を披露、私も、かくし

芸「ファッションと歌のひととき」を出し物に「女

形」の姥桜を何回かやって

います。 

 

 

 

 

 

●「声かけ」運動で安否確認 

 現在ボランティアは女性２３名、男性１２名の

計３５名で、調理担当（主として女性）は隔週の 

交代制です。また、弁当１個ごとに毎回「上紙」

を添えて配達します。この上紙は会の名称「さく

らんぼ」に因んで、薄いピンク色のＡ４判用紙に 

今週と来週のメニュー、それに季節の話題や風景

写真などを織り込んでいます。 

 また、配達時には必ず「声かけ」運動を励行、 

とくに独居老人の安否を確認するようにしてい

ます。 

●人と人とのつながりが原点 

 毎年、年度当初に会員の参加動機をアンケート

すると、「人と人とのつながりがとてもよい」「参

加するのが楽しみ」「意思を共にする仲間と社会

貢献を共有する喜びを感じる」「いつも、さくら

んぼの日が楽しみ」等々、人と人とのつながりが 

生きがいの原点であると改めて感じます。 

このように長期間続けられたのも、ひとえにボ

ランティア仲間の結束のおかげだと思うのです。 

 心理学者の国分康孝先生の言葉ですが、「“カウ

ンセリング・マインド”という用語は、“スキン

シップ”と同じように日本人の造語で、人間関係

を大事にする姿勢（ふれあい・つきあい）を念頭

に置いた生きがいのことであり、今やプロフェッ

ショナル・カウンセラーだけの領域ではなくなっ

ている」とおっしゃっています。これは「キッチ

ンさくらんぼ」のボランティア仲間の現状をその

まま表しているように思います。 

個人活動紹介 配食サービス「キッチンさくらんぼ」の歩み 

キッチンさくらんぼ代表 シニアライフアドバイザー 一柳 起誉 
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